
美里町は、2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすること
を目指す「ゼロカーボンシティ宣言」をしました。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ

　
令
和
４
年
度
は
、
第
５
次
美
里

町
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

に
位
置
づ
け
た
、「
健
幸
」「
美
力
」

「
安
全
・
安
心
」
の
３
つ
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
横
断

的
か
つ
総
合
的
に
推
進
し
、「
住

民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
美
し
の
里
」
と
い
う
将

来
像
の
実
現
に
向
け
た
、
各
種
事

業
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
教

育
・
文
化
関
係
で
は
、
教
育
現
場

に
お
け
る
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
含
め
た
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
全
般

の
活
用
に
係
る
教
職
員
の
支
援
や

研
修
会
の
開
催
等
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
深

い
知
見
を
持
つ
支
援
員
の
配
置
、

ま
た
、
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度

　
令
和
４
年
第
１
回
美
里
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
（
６
会
計
）
予
算
の
ほ
か
、
令
和

３
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
等
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
７
名
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
活
用
し
た
、
町
民
の
健
康
意
識

の
向
上
や
生
活
習
慣
病
・
介
護
予

防
、
地
域
交
流
に
つ
な
が
る
魅
力

あ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と

共
に
、
遺
跡
の
森
総
合
公
園
内
に

あ
る
施
設
の
利
活
用
を
検
討
。

　
保
健
・
福
祉
・
医
療
関
係
で
は
、

ミ
ム
リ
ン
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

主
軸
と
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推

進
、
子
育
て
支
援
で
は
、
子
ど
も

と
そ
の
家
庭
及
び
妊
産
婦
等
を
対

象
に
、
実
情
の
把
握
か
ら
子
ど
も

等
に
関
す
る
様
々
な
相
談
対
応
を

行
う
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
」
の
設
置
。

　
ま
ち
づ
く
り
関
係
で
は
、
農
村

公
園
の
再
整
備
や
沼
上
地
内
の
水

殿
瓦
窯
跡
周
辺
の
公
園
整
備
、
ま

令和４年度予算の主な施策 住
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
美
し
の
里
の
実
現
に
向
け
て

一般会計
50億9,134万9千円

た
、役
場
と
松
久
駅
、寄
居
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
囲
ま
れ

た
「
ま
ち
づ
く
り
拠
点
地
区
」
に
、

住
宅
地
や
商
業
施
設
な
ど
の
機
能

を
集
約
し
た
整
備
に
向
け
た
土
地

利
用
計
画
の
策
定
の
ほ
か
、
災
害

時
の
対
策
等
の
さ
ら
な
る
強
化
を

図
る
た
め
美
里
町
地
域
防
災
計
画

の
改
定
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

及
び
脱
炭
素
先
行
地
域
の
実
現
に

向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
構
築
す
る
た
め
の
美

里
町
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
等
の

予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
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公園整備事業は、誰もが楽しめる安全安心な、魅力ある公園づくりが
行われます。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ

歳  

入

　
町
税
17
億
４
６
９
４
万
円
、
地

方
消
費
税
交
付
金
２
億
３
３
６
８

万
円
、
地
方
交
付
税
９
億
５
５
４

９
万
円
、
国
庫
支
出
金
６
億
６
３

２
１
万
円
、
県
支
出
金
３
億
８
５

２
９
万
円
、
繰
入
金
３
億
２
２
５

５
万
円
、
町
債
２
億
８
７
７
６
万

円
な
ど
が
主
な
財
源
で
す
。

　
歳
入
の
前
年
度
対
比
の
主
な
状

況
は
、
町
税
が
１
億
３
３
３
０
万

円
（
個
人
・
法
人
町
民
税
が
２
２

９
２
万
円
、
固
定
資
産
税
が
１
億

１
０
７
５
万
円
の
増
）、
国
庫
支

出
金
が
１
億
３
６
３
２
万
円
、
地

方
交
付
税
が
９
８
２
７
万
円
、
繰

入
金
が
６
１
４
５
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
町
債

が
６
３
５
６
万
円
、
地
方
消
費
税

交
付
金
が
９
２
０
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳  
出

　
総
務
費
７
億
９
６
２
９
万
円
、

民
生
費
15
億
８
３
１
４
万
円
、
衛

生
費
４
億
６
６
３
２
万
円
、
農
林

水
産
業
費
３
億
９
０
６
９
万
円
、

土
木
費
５
億
１
６
８
２
万
円
、
教

育
費
４
億
８
５
５
８
万
円
、
消
防

費
２
億
７
５
７
万
円
、
公
債
費
４

億
４
６
８
２
万
円
が
主
な
も
の
で

す
。

　
歳
出
の
前
年
度
対
比
の
主
な
状

況
は
、
総
務
費
が
会
計
年
度
任
用

職
員
報
酬
や
外
部
人
材
活
用
業
務

委
託
料
等
の
増
に
よ
り
６
５
４
４

万
円
、
民
生
費
が
保
育
所
等
整
備

事
業
費
補
助
金
や
障
害
者
福
祉
事

業
の
負
担
金
等
の
増
に
よ
り
７
８

３
３
万
円
、
衛
生
費
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
維
持
補
修
工
事
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
等
の
増
に
よ
り
６
２
６
６
万
円
、

土
木
費
が
農
村
公
園
再
整
備
工
事

令和４年度　予算可決

令和４年度　会計別当初予算額（　）内は対前年度比

一 般 会 計 50億9,134万９千円 （108.7%）

特 別 会 計 31億4,575万６千円 （101.6%）

国 民 健 康 保 険 13億7,763万７千円 （99.1%）

下 水 道 事 業 １億9,428万３千円 （96.5%）

農業集落排水処理事業 ２億9,801万６千円 （105.5%）

介 護 保 険 11億3,244千円 （103.2%）

後 期 高 齢 者 医 療 １億4,338千円 （114.2%）

水 道 事 業 会 計 ５億5,873万８千円 （107.2%）

総　合　計 87億9,584万３千円 （105.9%）

や
河
川
の
浚
せ
つ
工
事
等
の
増
に

よ
り
１
億
５
０
７
４
万
円
の
増
、

ま
た
、
商
工
費
が
工
場
立
地
促
進

奨
励
金
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
支
援
金
等
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
５
８
７
６
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
教
育
費
が
体
育
広
場
防

球
ネ
ッ
ト
修
繕
や
天
神
山
タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
駐
車
場

新
設
工
事
の
完
了
等
に
よ
り
４
５

７
万
円
、
災
害
復
旧
費
が
林
道
南

谷
線
復
旧
工
事
の
完
了
に
よ
り
２

２
６
３
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

令和４年度

3 No.137　令和4年6月1日発行　議会だより美里


